「きみ、ポーラ……?」
「まあ、ネス、ネスなのね。わたし、あなたがきっと来てくれるって信じてたの。わたしと
あなたが運命をともにすることは、ずっと前からわかってたの
「うん。少し前にぼくにテレパシーでメッセージを送ってくれたよね。それでぼく、ここに
やってきたんだ。それよりも早くこの扉を開けなくっちや。カギはどこに?」
「カギは、ハッピーハッピー教の教祖のカーペインターが持っているわ」
ぼくはすぐにハッピーハッピー教の教団に向かおうとした。
「待って、ネス。カーペインターは、雷を自由に操るの。普通に戦ったんじゃ、勝ち目はな
いわ。これを持っていって」
ポーラーはそう言うと、鉄格子ごしに、バッジをぼくに手渡した
「これはフランクリンバッヂ。このバッヂはカーペインターの雷を防ぐ力があるの。けどカ
ーペインターは、雷以外にも何かしかけてくるかもしれないわ。気をつけてね、ネス」
フランクリンバッヂを手にしたぼくは、鉄格子ごしに、ポーラーの手を強く握った。
ところが外に出てみてまたまたびっくり!そこにはあのポーキーが!
「やい、ネス、なんでオレの邪魔をするんだ。カーペインター様に認められて、もう少しで
教団の偉い人になれそうなのに。いいか、ネス、カーペインター様はすごい力を持ってるん
だ。おまえなんかが逆らったって無駄なんだからな!」

